


































































東京理科大学 理学部第一部 応用数学科 教授　瀬
せ
尾
お
　隆
たかし
日本計算機統計学会と大会報告
3理大 科学フォーラム　2017（12）
こともあり，合計154名（同懇親会は77名）の
方々にご参加いただきました。またメイン会
場は神楽坂通りの坂を上がった途中の東京理
科大学森戸記念館で，特別講演は１号館17階
記念講堂で行いました。会場としては少しせ
まく感じましたが，その分活発な議論ができ
たと思っております（写真２）。
大会の様子と特別講演
大会は，森戸記念館にて，５月11日（木）
の９時20分の開会のあいさつから始まり，学
生研究発表セッション，ソフトウェア・デモ
セッション，一般セッションと行われ，15時
から，１号館17階の記念講堂にて，特別講演
が行われました。
特別講演では，「姿勢（直立，横臥，股のぞ
き）と距離の知覚」という題目で，2016年イ
グノーベル賞を受賞された立命館大学教授の
東山篤規先生にご講演いただきました（写真
３）。講演内容は，本学会の副会長の足立浩
平先生（大阪大学教授）との共同研究でもあ
る，イグノーベル賞の受賞となった研究内容
で，前かがみになって股の間から後ろ方向に
ものを見ると，違って見えることを調査した
ことに対してであり，具体的に実験した話を
いろいろと交えながらご講演いただき，非常
に興味深いものでした。
その後の総会後，本大会の参加者の交流を
深める場として，神楽坂キャンパスのすぐ近
くのアグネスホテルアンドアパートメンツ東
京で懇親会を行い，東山篤規先生をはじめ，
多くの方にご出席いただき，有意義な時間を
過ごすことができました。大会２日目は，医
薬統計特別セッションとして，「抗がん剤第 I 
相試験の試験デザインとデータ解析」と
「Bayes 流接近法の臨床試験への応用」とい
うテーマでの企画講演とスタディグループセッ
ション，一般セッション講演が行われました。
おわりに
最近，ビッグデータに関する話題や，いく
つかの大学ではデータサイエンス学部や学科
が設立されたり，初等・中等・高等教育で
も，立ち遅れている日本の統計教育をどのよ
うにしていくかなど，多くの統計学にかかわ
る課題があらゆるところで山積しています。
そのような中，これらの問題を少しでも解
決すべく，統計関連の学会を含め，統計学に
かかわる研究者もその他の人々と協力しなが
ら考えていかなければならないと感じていま
す。その意味でも，日本計算機統計学会だけ
ではありませんが，日本の統計関連の学会が
大きく発展して，統計学界が世の中に貢献し
ていくことを願っています。
最後に，本大会では，多くの企業からの協
賛をいただきました。ここでお礼を申し上げ
るとともに，実行委員の先生方にも心から感
謝申し上げます。
写真２　神楽坂キャンパス１号館17階記念講堂にて
写真３　2016年イグノーベル賞受賞
 東山篤規氏（立命館大学教授（左））と
 大石雅彦氏（日本計算機統計学会会長）
